
① 本日はお忙しい中、2024年3月期 決算説明会にご参加頂きまして、誠にありがとうございます。

② 2023年度は中期経営戦略の初年度として、

業績面では当初の計画を大幅に超える結果となりました。

外部環境の変化にも適切に対応しながら、今後の成長回帰に向けてしっかりと足元を固め、

ステークホルダーの皆さまの期待に応えていきます。

③ 本日、私からは、2023年度決算の概要、ならびに、

2024年度の通期業績予想と戦略のポイントについて、ご説明します。

④ 最初に、スライドの4ページをご覧ください。
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① 2023年度決算の概要です。

② 売上高は、前年から3,484億円、20.4パーセント増加し、2兆559億円となりました。

回復する旅客需要を確実に取り込み、前年から大幅な増収となりました。

③ 営業費用は、前年から2,605億円増加して、1兆8,480億円となりました。

生産量が増加する中でも、コストマネジメントを徹底し、固定費の増加を抑制しました。

④ これらの結果、営業利益は、前年から878億円増加の、2,079億円となり、

過去最高益を大幅に更新しました。

また、営業利益率は、初めて10パーセントを超過しました。

⑤ なお、配当金については、計画を上回る利益を計上したことをふまえ、

前回予想の1株あたり30円を、50円に増額することとしました。

⑥ 5ページをご覧ください。
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① 航空事業における事業別の対応について、振り返ります。

② ANA国際旅客は、北米、アジアを中心に訪日需要を獲得したほか、

イールドを高い水準で維持した結果、過去最高の収入となりました。

国際旅客の収入が、初めて国内旅客を上回り、当社グループ最大の収益源となりました。

③ ANA国内旅客は、好調なレジャー需要を取り込んだことに加えて、

単価も向上した結果、売上高は前年の1.2倍となりました。

④ ANA国際貨物では、主要商材の需要が低迷したことで、

売上高は前年から大幅に減少しましたが、2019年と比べると約1.5倍の水準を維持しました。

⑤ Peachは、国際線へのリソース配分を高め、旺盛な訪日需要を取り込んだ結果、

売上高と営業利益が、ともに過去最高となりました。

⑥ 旅客事業を中心に高単価で需要を取り込み、トップラインを拡大したことが、

収益性の向上に繋がりました。

⑦ 6ページをご覧ください。
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① 2024年度の重点テーマについて、ご説明します。

② 下段の1番は、中期経営戦略リリース以降の環境変化です。

旅客事業では、ロシアウクライナ問題の長期化や、PWエンジン点検の影響を受けて、

生産量の増加ペースが、想定と比べて緩やかになっています。

また、貨物事業の新たな収益機会や、コスト上昇圧力などにも、

適切に対応していく必要があります。

③ これらをふまえた今年度の重点テーマを、2番にお示ししました。

1点目の旅客事業では、単価の維持向上を重視しながら、国際線を中心に収益を拡大します。

2点目の貨物事業では、NCAの連結化と、貨物事業の戦略の再構築をおこないます。

また、3点目の機材・人財への対応については、中長期的な成長を見据えた機材の確保や、

人財への投資を強化します。

④ 3番の、2026年度以降の成長戦略についても、

経営層による長期目線の議論を、今後加速していく考えです。

⑤ 7ページをご覧ください。
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① 2024年度の業績予想について、ご説明します。

② 売上高は2兆1,900億円、営業利益は1,700億円、当期純利益は1,100億円を計画します。

③ 右側に、計画のポイントをお示ししています。

売上高は、航空事業を中心に増加し、過去最高水準となる見通しです。

④ 営業費用は、減免・補助金の減少や、コロナ禍で抑制していた整備機会の増加、

人財への投資などで、合計500億円の影響を反映しています。

⑤ 前年から減益の予想ですが、引き続き、コロナ前の最高益を上回る水準の利益を見込んでおり、

グループ一丸となって、利益目標の確実な達成を目指してまいります。

⑥ なお配当金は、1株あたり50円を継続します。

⑦ 8ページをご覧ください。



① ANA国際旅客について、ご説明します。

② 計画のポイントの1点目は、客体ミックスの最適化により、高い水準のイールドを維持します。

2点目として、欧州線の生産量を前年から約3割拡大します。

③ 左上の滝グラフでお示ししたように、旅客キロの増加で720億円の増収効果がある一方、

イールドが正常化に向かうことで、460億円の減収影響を見込んでいます。

2024年度のイールドは16.6円と、前年から約6パーセント低下する前提ですが、

コロナ前の2019年比では、依然として約4割高い水準です。

④ マーケットの見通しとして、日本発着路線の座席供給量は各方面で増加し、

需給バランスは、緩和に向かうと想定しています。

当社グループとしては、単価が相対的に高い日本発着の旅客数構成比を高め、

イールドの維持に努める方針です。

⑤ 9ページをご覧ください。
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① 続いて、2番はANA国内旅客です。

② 計画のポイントは、レジャー需要の取り込みと、コロナ前を超える単価の維持です。

ビジネス需要は、コロナ前の約7割で推移するとの想定ですが、

レジャー需要は、コロナ前を超える水準が続くと見込んでいます。

また、3月末から運賃を改定しました。

フレックス運賃など、高価格帯の運賃を約5パーセント値上げするなど、

約90億円の増収効果を計画に反映しています。

③ 3番はANA国際貨物です。

自動車関連や半導体関連など、回復を見込む主要商材の需要を、最大限に取り込みます。

NCAの統合効果は計画に反映していませんが、早期のクロージングに向けて調整を継続します。

④ 10ページをご覧ください。
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① 4番はPeachです。

東アジアを中心とした国際線の生産量構成比を拡大し、好調な訪日需要を獲得することで、

グループ利益に貢献します。

② 5番はエアージャパンです。

本日から成田＝シンガポール線を新規開設しました。

アジア主要都市への運航便数を増やしながら、売上を拡大します。

③ 11ページをご覧ください。
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① 次に、機材・人財への対応です。

② 1番は機材についてです。

PWエンジンの点検に伴う、エアバス機の非稼働機材数は、

2023年度末時点で23機ですが、今年度末には13機まで減少する見通しです。

また、右側にお示ししたとおり、グループ合計の機材数は、

今年度末には279機まで増加する予定です。

今後は、中長期的な事業規模の拡大に向けて、フリート戦略の議論を加速していく考えです。

③ 2番の人財については、グループ社員への投資を強化します。

一時的に人件費は増加しますが、

グループ社員一人ひとりが、付加価値の向上を追求する経営を推進し、

安全性や快適性などの基本品質や、人的生産性を高めていきます。

ANAブランドでは、新たなKPIとして「付加価値生産性」を設定し、

2025年度には、コロナ前と比べて15パーセントの改善を目指します。

④ 12ページをご覧ください。
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① 環境への対応です。

② 1番の直近のトピックとして、SAFの活用や、低燃費機材の導入を進めているほか、

3月にはGXリーグへ新たに参画しました。

2030年の中期環境目標の達成に向けて、国や民間企業とも連携しながら、

様々な対応策を実行していきます。

③ 2番の2024年度の対応に関して、

国際線のCO2排出量を、40万トン削減することを目標とします。

今年から、CORSIAのルールに基づいたCO2のオフセット義務が生じる見通しですが、

当社としては、SAFや炭素クレジットの購入で対応していく方針であり、

そのための費用として、30～50億円を計画に織り込んでいます。

④ 13ページをご覧ください。
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① 価値創造目標についてです。

② 2025年度の営業利益は、「2,000億円以上」を必達目標とします。

人財や環境など、中長期の成長を見据えた非財務への対応も強化しながら、

財務面では、コロナ前の最高益を超える、高い利益水準を継続させていきます。

③14ページをご覧ください。
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① 最後に、企業価値向上に向けた今後の方針について、ご説明します。

② 本中期経営戦略期間の経営テーマは、「成長回帰への足元固め」です。

事業面では、「戦略の3本柱」を実行し、

営業利益は3年間合計で、5,800億円以上を目指します。

③ 財務面では、総資産の圧縮と、財務基盤の復元を進めます。

有利子負債を、3年間で5,000～6,000億円減らすほか、

自己資本比率を、37パーセント程度まで回復させる方針です。

④2026年度以降は、本格的な成長を実現する期間として、

世界トップティアの収益性や、資本効率の向上、株主還元の強化を目指す考えです。

中計で掲げた対応策を着実に実行しながら、

ポストコロナにおける、持続的な企業価値向上を追求していきます。

⑤ 以上で、私からの説明を終わります。ご清聴、ありがとうございました。
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① 私から、2023年度決算、および2024年度通期業績予想の詳細について、ご説明します。

② 16ページをご覧ください。
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① 業績ハイライトです。

② 当第4四半期単独では、売上高は過去最高となった一方で、

整備費や人件費の増加などにより、22億円の営業損失となりました。

また、純利益が81億円、EBITDAが337億円となりました。

③ 17ページをご覧ください。
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① 経営成績の概要です。

② 売上高は、前年から3,484億円増加し、2兆559億円、

営業費用は、前年同期から2,605億円増加の、1兆8,480億円となりました。

③ これらの結果、営業利益は2,079億円、経常利益は2,076億円、

親会社株主に帰属する当期純利益は1,570億円となり、

いずれも過去最高となりました。

④ 18ページをご覧ください。
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① 財政状態です。

② 総資産は3兆5,695億円、自己資本は1兆445億円となり、

自己資本比率は、29.3パーセントとなりました。

また、有利子負債は1兆4,840億円、デット・エクイティ・レシオは1.4倍となりました。

③ 当期末における手元流動性資金は、1兆2,578億円、

ネットデット・エクイティ・レシオは、0.2倍となりました。

④ 19ページをご覧ください。
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① キャッシュフローです。

② 実質フリーキャッシュフローは2,061億円となり、前年に続いて高い水準となりました。

また、EBITDAマージンは過去最高の17パーセントとなりました。

③ 20ページをご覧ください。
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① セグメント別の実績です。

② 航空関連事業では、空港ハンドリングや機内食関連の受託が増加したことで、

増収増益となりました。

③ 旅行事業は、国内旅行で、昨年の全国旅行支援の裏年影響がありましたが、

海外旅行では、ハワイやアジアを中心に需要を取り込み、増収増益となりました。

④ 商社事業では、旅客需要の増加に伴う空港リテール事業の回復が続き、

増収増益となりました。

⑤ 続きまして、航空事業の詳細についてご説明します。

22ページをご覧ください。
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① 航空事業における、営業利益の前年比較です。

② 売上高は、ANA、Peachともに旅客事業が好調に推移し、

全体で3,301億円の増加となりました。

③ 営業費用は、生産量連動費用や人件費の増加などにより、

前年から2,462億円増加しました。

④ これらの結果、営業利益は838億円増加し、2,079億円となりました。

⑤ 24ページをご覧ください。
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① ANA国際旅客の状況です。

右のグラフは、四半期別のコロナ前比の実績推移をお示ししています。

② 当第4四半期は、好調な訪日需要に加えて、日本発需要も堅調に推移し、

旅客キロはコロナ前の79パーセントとなりました。

③ 一方、高単価な日本発需要の取り込みや、為替・燃油市況の影響などにより、

イールドはコロナ前の1.4倍を超える水準を維持しました。

④ 25ページをご覧ください。
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① 方面別の供給と需要の推移です。

② 北米方面は、

好調な訪日客や、日本発の業務渡航などの二国間需要を、積極的に取り込みました。

③ 欧州方面は、需給のひっ迫が続く中、

日本発の業務渡航や訪日需要を着実に取り込みました。

④ 中国方面は、旅客数の回復が当初の想定よりも緩やかになっていますが、

春節以降、訪日需要に増加の傾向がみられており、今後の動向を注視していきます。

⑤ アジア・オセアニア方面では、旺盛な訪日需要や日本発需要の高まりにより、

旅客キロは、コロナ前の83パーセントまで回復しました。

⑥ 28ページをご覧ください。
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① ANA国内旅客です。

右のグラフをご覧ください。

② 当第4四半期は、前年に実施した70周年セールの裏年影響や、

1月の羽田空港の滑走路閉鎖による影響がありましたが、

旺盛なレジャー需要を着実に取り込み、旅客数はコロナ前の86パーセントとなりました。

③ 単価については、昨年6月以降の一部運賃の値上げの効果が続いており、

コロナ前と比べて約5パーセント上昇しました。

④ 31ページをご覧ください。
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① ANA国際貨物です。

右のグラフで、貨物重量と単価について、コロナ前との比較をお示ししています。

② 当第4四半期の貨物重量は、日本発着の貨物需要に緩やかな回復が見られましたが、

引き続きコロナ前を下回って推移しました。

③ 単価は、中国発のeコマース需要が盛り上がりを見せた第3四半期からは低下しましたが、

北米向け貨物の需給のひっ迫などにより、コロナ前の1.7倍を維持しました。

④ 34ページをご覧ください。
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① Peachの状況です。

② 左のグラフでは、当第4四半期の座席キロと旅客キロのコロナ前比が低くみえておりますが、

これは2019年実績にバニラエアを含むためです。

③ 右にお示しした通り、2023年度通期の座席利用率は、

コロナ前を上回る高い水準を維持した上、

運賃値上げやマーケティングの強化などによりイールドも向上した結果、

ユニットレベニューはコロナ前比で34パーセント改善し、5期ぶりに通期で営業黒字となりました。

④ 続きまして、42ページをご覧ください。
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① 2024年度 通期業績予想の詳細について、ご説明します。

② 売上高は、前年から1,340億円増加の、2兆1,900億円、

営業利益は1,700億円、当期純利益は1,100億円を計画します。

③ 43ページをご覧ください。
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① セグメント別の計画値です。

② 航空事業の売上高は、前年から1,004億円増加し、1兆9,700億円、

営業利益は、399億円減少し、1,680億円を計画します。

③ 最後に、45ページをご覧ください。
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① 航空事業における営業利益の計画を、2023年度実績と比較します。

② 2024年度は、需要の回復が続く国際旅客で、新規路線の就航などにより生産量を拡大します。

また、国内旅客では、レジャー需要が堅調に推移する見込みです。

貨物事業においても、主要商材の需要が徐々に回復すると想定しています。

これらを踏まえて、売上高は合計で1,004億円の増収を計画します。

③ 営業費用は、減免や補助金の減少に加えて、エンジンを中心に整備機会が増えることや、

人財への投資を強化することなどにより、1,404億円の増加を予定します。

④ これらの結果、営業利益は399億円減少し、1,680億円となる計画です。

⑤ 各事業における収入計画の前提値は、47ページ以降にお示ししています。

なお、2024年度より、国内線の区間距離の定義を変更するため、

計画前提にもその影響を反映しています。

詳細は51ページ以降をご参照ください。

⑥ 以上で、説明を終わります。ご清聴ありがとうございました。
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